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はじめてのEViews
基本操作編

LightStone Corp

2007年10月
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基本操作編テキストの構成と準備

講座の目的

EViewsの設計思想を理解し、基本的な操作方法を習得することを目的とし

ます。

EViewsの操作画面

グラフ作成と季節調整

サンプル期間と推定

推定と予測

サンプルファイルの入ったフォルダDataを、Cドライブの下に
C:¥eviews¥Data という形で用意してあるものとして説明します。

このテキストはEViewsの操作方法を効率的に習得するためのものです。

計量経済学の教材ではありません。計量経済学の観点から不整合な部分
があったとしても、敢えて無視してください。
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第一部 EViewsの操作画面

操作画面の名称を覚えましょう。

メインメニュー

コマンドウィンドウ

ステータスライン

コマンドウィンドウには
メニュー操作の代わり
に、直接コマンドを入
力します。

ステータスラインには
色々な情報を表示します。

4

EViewsワークファイルの新規作成

ワークファイルを作成するダイアログ

観測度数を決めます。

EViewsワークファイル

の種類を決めます。

区切りはコロン「:」でもか

まいません。四半期データ
の場合は「q」で区切ります。

週次や日次データの場合
は2007年3月15日なら、
「3/15/2007」と入力します。
区切りのmやqは大文字、

小文字、どちらでもかまい
ません。

操作1：メインメニューからFile:New:Workfileと操作します。
操作2：Workfile structure typeがデフォルトの「Dated – regular frequency」であることを確
認します。Frequencyを「Monthly」にして、Start data を「1962m8」、End date を「2007m3」
と入力します。

操作3：OKボタンを

クリックします。
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ワークファイルの保存

ワークファイルの構造を確認して保存します。

RangeとSampleの項目に設定した構造を表
示します。期間内に536の月が存在します。

操作1：メインメニューからFile:Saveと操作しま

す。
操作2：「Save As」のダイアログで保存場所を
「Data」にし、ファイル名を「tokyo」にします。そ
して、オプションの「Update Default Directory」
をチェックして保存ボタンをクリックします。

Step-1

Step-2
Step-3

重要：EViewsは英語版のソフトです。日本語には対応していませんので、日本語名のフォルダ(マ
イドキュメントなど)に保存したり、ワークファイルに日本語名(経済分析など)を使わないでください。

6

データ精度とパス
データの保存精度を確認するダイアログを表示します。

操作1：データの保存精度を決めます。
近年のPCは大容量化していますから、
倍精度(Double precision)のままOKボ
タンをクリックします。

操作2：保存作業が完了したら、スターテスライ
ンのパスがC:¥eviews¥dataになっていることを

確認します。
ファイルを保存したり、開く場合、このフォルダ
が今後はデフォルトになります。
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ワークファイルの基本情報
操作画面に表示される基本情報とアイコン

Range：ワークファイルの範囲。
Sample：操作の対象となる範囲。
c：推定したモデル式のパラメータを一時的に確

保する係数オブジェクト。ユーザが直接操作する
ことはありません。
resid：推定したモデル式の残差を一時的に確保

するシリーズオブジェクト。ユーザが直接操作す
ることはありません。

cやresidのアイコンを削除したり、同じ名前のオブジェ

クトを他に作成することはできません。

8

ワークファイルのフォント
各画面のフォントサイズの変更方法

Workfile Windows：ワークファイル画面上のアイコン

や期間の文字サイズを変更します。
Editors – Text Objects：コマンドウィンドウの文字サ

イズを変更します。
Table Defaults：推定結果の文字サイズを変更しま

す。
Message Box：警告メッセージの文字サイズを変更

します。

操作：好みのサイズに変更してOKボタンをク

リックします。
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第二部 グラフ作成と季節調整
ここではコピー&ペーストの方法を使って、EXCELからデータをEViews
に取り込んでグラフを作成します。そしてデータに季節調整を実行し、原
系列と季節調整済みデータからなるグラフを作成します。
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Rangeの変更
EXCELファイル「tokyo18」のデータをEviewsにコピー&ペー

ストで取り込みます。

操作1：東京都の2003年11月2006年11
月までの消費指数をEViewsに取り込み
ます。ワークファイルのRangeを変更しま
す。Rangeという文字をダブルクリックしま

す。
操作2：Workfile structureダイアログで
Start dateとEnd dateをそれぞれ変更し

ます。余分な範囲を削除するメッセージを
表示しますので、確認してYesボタンをク

リックします。

Rangeが代わりました。

*ワークファイルのプロシージャボタン「Proc」をクリックしてStructure/Resize Current Pageと操作して
Rangeを変更する方法もあります。
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シリーズオブジェクトの作成
数値データを格納するシリーズオブジェクトを作成します。

A.メインメニューのObject

B.ワークファイルウィンドウのObject

C.操作画面を右クリック

操作1：A,B,C, 好みの方法でNew object
コマンドを選択します。

操作2：数値データを格納するSeriesを選択し、
名前を「hohen」としてOKボタンをクリックします。
操作3：同じ手順で「kyouiku」と「goraku」を作成

します。

Step-1

Step-2

Step-3

12

3つのシリーズオブジェクト
Excelファイルのデータをコピーします。

操作1：右図のように3つのシリーズオブジェ

クトができていることを確認します。
操作2：サンプルデータtokyo18をEXCELで
開きます。

操作3： 初に保険医療のデータをコ
ピーします。101.1のセルをクリックし

ます。そして 後のセルまで選択しま
す。Ctrl+Shiftキーを押しながら、下向

き矢印キーを押すと簡単に選択できま
す。
操作4：列を選択したら、右クリックして

コピーコマンドを選択します。
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データの貼り付け
EViewsに貼り付ける時の注意点。

操作1：hokenのオブジェクトをダブルクリック

して図のように開きます。
操作2：Editボタンをクリックします。
操作3：2003M11の隣のセルを右クリックし
て、Pasteコマンドを選択します。

操作4：左図のようにデータを貼り付けるこ

とができたら、右上のボタンをクリックして
hokenのウィンドウを閉じます。データは

オブジェクト内に確保されます。
操作5：同じ要領でkyouikuとgorakuの
データを貼り付けます。

Step-1

Step-2

*キーボード操作のミスで「うっかり」数値データを書き換えてしまうことがあります。データを貼り付けた
後でEditボタンをクリックしておけば、ロックがかかり、そのようなミスを防止できます。

*オブジェクトを右クリックしてOpenコマンドで

開くこともできます。

14

グラフの作成
シリーズオブジェクトからのグラフ作成

操作1：シリーズオブジェクトgorakuをダブルクリックして開き

ます。
操作2：Viewボタンをクリックし、メニューからGraphコマンド

を選択します。

操作3：左図のGraph Optionsダイアログ
のSpecific項目が「Line&Symbol」になっ
ていることを確認してOKボタンをクリック

します。

Step-1

Step-2
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グラフの編集
グラフにグリッドラインを付けます。

操作1：gorakuのグラフにグリッド線を付けます。グ

ラフをダブルクリックして再びオプションのダイアロ
グを表示します。

操作2：FrameタブのGrid 
Linesの項目でLeftと
BottomをチェックしてOK
ボタンをクリックします。
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*毎年8月頃に教養娯楽の消費

支出がピークを向かえています。
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スプレッドシートに戻る
画面の切り替え方法。

操作1：シリーズオブジェクトgorakuでViewボタンからSpreadsheetを選択します。

初にデータを貼り付けたスプレッドシート画面を表示します。
操作2：再び、View/Graphと操作してグラフを作成します。グリッドラインの付いたグ

ラフを表示します。

操作3：hokenとkyouikuについても同じようにグリッドラ

イン付きのグラフを作成してください。

重要：Viewボタンにはデータの表示方法を変更するコマンドが集

まっています。スプレッドシート、グラフの他には記述統計量やコレ
ログラム、単位根検定、独立性の検定など、時系列データの特徴を
示すコマンドが用意されています。
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季節調整の実行
時系列データの季節調整

操作1：シリーズオブジェクトgorakuに対して
季節調整(Census X12)を実行します。
gorakuのシリーズウィンドウを表示します。

季節調整は元の時系列データに演算を施し
て、トレンドを示すデータを得るものです。数
値演算を施すコマンドを集めた(proc)プロ
シージャボタンをクリックし、Seasonal 
Adjustment：Census X12コマンドを選択し

ます。

操作2：季節調整したデータを
goraku_saというシリーズオブジェクトに

格納する項目にチェックが付いているこ
とを確認してOKボタンをクリックします。

*演算が終了したことを示すメッセ-ジをシリーズオ

ブジェクトのウィンドウに一時的に表示します。

18

グループオブジェクト
原系列と季節調整済みデータの比較

操作1：マウスをドラッグしてgorakuと
goraku_saを両方選択し、右クリックします。
そしてOpen：as Groupと操作します。グ
ループウィンドウUntitledを表示します。

操作3：Nameボタンをクリックし、
「hikaku」という名前を付けます。名前を

付けると、グループオブジェクトを作成し
ます。

*演算が終了したことを示すメッセ-ジをシリーズオ

ブジェクトのウィンドウに一時的に表示します。
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グループオブジェクトのグラフ
グループアイコン

操作：グループオブジェクトhikakuのViewボタンから
Graphと操作してデフォルトの折れ線グラフを作成します。

シリーズオブジェクトの場合と同じくグリッドラインを付け
ます。

*原系列GORAKUに比べ、季節調整済みの
goraku_saがトレンドを示している様子が分か

ります。

97

98

99

100

101

102

103

104

105

04M01 04M07 05M01 05M07 06M01 06M07

GORAKU GORAKU_SA

20

グラフのコピー&ペースト
他のアプリケーションにグラフを貼り付ける

操作1：hikakuのグラフを元のEXCELのシートに貼り付け
ます。グラフを右クリックしてメニューからCopyコマンドを

選択します。
操作2：32ビット形式のEMFが選択されていることを確認
してOKボタンをクリックします。

*EViewsのグラフを元のEXCELファイルに貼り付けるこ

とができました。
*WMFは16ビット形式です。折れ線グラフなどでは、どち

らの形式を選択しても画質はほぼ同じです。

操作3：EXCELのtokyo18の画面に切り替えます。

適当なセルを右クリックして「貼り付け」コマンドを
選択します。
操作4：図のように貼り付けができたら、EXCEL
ファイルtokyo18を閉じます。
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画像ファイルとして
グラフを画像ファイルとしてエクスポート

操作1：EViewsの画面に戻ります。今度は画像ファ

イルとしてグラフを保存します。グラフを右クリックし
て一番下の「Save graph to disk」を選択します。
操作2：ファイル名に「tokyo」と入力します。画像形
式がEMFであることを確認してOKボタンをクリック

します。

*グラフはWMF, EMFの他にEPS, BMP, GIF, 
JPG, PNGの形式でエクスポートできます。

操作3：デフォルトのフォルダ(Data)に
tokyo.emfという画像ファイルができてい

ることを確認します。

Step-1

Step-2

22

ボタンメニューについて
ボタンメニューの内容はオブジェクトによって異なります。

操作1：グループオブジェクトhikakuのViewボタンをクリックします。

*同じViewでもオブジェクトによって、そ

こに用意されているメニューコマンドは
大きく異なります。
グループオブジェクトには複数のシリー
ズを対象にて実行するコマンドが用意さ
れています。
つまり、オブジェクトによって、利用でき
るコマンドが異なります。

シリーズオブジェクト

グループオブジェクト

操作2：ワークファイルを上書き保存して閉じます。これで第2部「グラフ作成と季

節調整」は終了です。



12

23

第三部 サンプル期間と推定
サンプル期間の変更方法とその利用方法、そして 小二乗
法推定の操作方法について学びます。

DAIHATSU FUJIJYU HINO
HONDA ISUZU MATSUDA
MITSUBISHI FUSO NISSAN
DEISEL SUZUKI TOYOTA
IMPORT

例)サンプル期間の変更

例)推定式の入力ダイアログ

24

EXCELファイル
EXCELファイルを直接開く

操作1：EXCELファイル「sales」を開いて内容

を確認します。国内の自動車メーカーの販売
台数のデータです。
シリーズ名は英字にし、時間の情報も欧米の
書式にしておきます。内容を確認したら
EXCELファイルを閉じます。

操作2：EViewsの操作画面に戻ります。
File/Open/Foreign data as workfile コ
マンドを選択します。ダイアログでsales
を選び、開くボタンをクリックします。左の
ようなダイアログを表示します。時間の情
報が規則的に並んでいることを確認して、
完了ボタンをクリックします。

Step-1Step-2

Step-1 Step-2

*データ部に日本語がなければ問題ありません。
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グループメンバ
グループを構成するグループメンバ(シリーズ)
操作1：EXCELファイルを開くと自動的に同じ

内容をグループオブジェクトとして画面に表示
します。グループオブジェクトでNameボタンを
クリックして「group01」という名前を付けます。
操作2：View/Group Membersと操作します。

操作3：余計なシリーズのリンクを外します。左図

のリストで時間情報のシリーズオブジェクト
「SERIES01」と合計数を示す「TOTAL」を
Backspaceキーなどを使って削除します。
操作4：UpdateGroupボタンをクリックしてグルー

プのリンク情報を更新します。

*グループオブジェクトはリンク情報から構成されるオブ

ジェクトでデータ自体を格納している訳ではありません。

26

グラフの作成
各自動車メーカの販売台数のグラフを作成します

操作2：grou01のウィンドウに戻ります。
View/Graphと操作してOKボタンをクリックしま

す。トヨタと日産の販売台数が多く、他メーカー
のデータが良く分かりません。
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操作1：ワークファイル画面を表示して構
造を確認します。Rangeが自動認識され

ていることを確認します。

*EXCELの左端の列に規則的な時間情報が
入っている場合、EViewsが自動的にワークファ

イルの構造を認識します。
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円グラフ
円グラフを作成してシェアを見ます

操作：group01でView/Graphと操作して、円グラフの選択肢
「Pie」を選び、OKボタンをクリックします。

*ひとつの円グラフを表示したかったのですが、たくさんの

円グラフが表示されてしまいました。よく見ると、左上が
始期2004年3月、右下が終期2007年2月の円グラフであ
ることが分かります。これはRangeとSampleの期間、そ

のものです。

2004M03 2004M04 2004M05 2004M06 2004M07 2004M08

2004M09 2004M10 2004M11 2004M12 2005M01 2005M02

2005M03 2005M04 2005M05 2005M06 2005M07 2005M08

2005M09 2005M10 2005M11 2005M12 2006M01 2006M02

2006M03 2006M04 2006M05 2006M06 2006M07 2006M08

2006M09 2006M10 2006M11 2006M12 2007M01 2007M02

DAIHATSU FUJIJYU HINO
HONDA ISUZU MATSUDA
MITSUBISHI FUSO NISSAN
DEISEL SUZUKI TOYOTA
IMPORT

36個の円グラフ

28

サンプル期間
サンプル期間を変更します。

操作1：メインメニューからSampleとするか、group01
でSampleボタンをクリックします。Sample range pairs
の項目にスペース区切りで2007m2を2回入力してOK
ボタンをクリックします。

*group01のウィンドウは2007年2月のデータからなる円

グラフに代わりました。

DAIHATSU FUJIJYU HINO
HONDA ISUZU MATSUDA
MITSUBISHI FUSO NISSAN
DEISEL SUZUKI TOYOTA
IMPORT

操作2：操作画面のRangeとSampleの表記を確認しま
す。Sampleの情報が更新されています。

*ViewコマンドはSample期間のデータを対象とします。

操作3：group01のウィンドウを閉じます。
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データの大きさ
ダイハツとトヨタの販売台数を比較します

操作1：サンプル期間を全範囲に戻します。
Sampleダイアログを表示して@allと入力し
てOKボタンをクリックします。
操作2：ダイハツとトヨタからなるグループオ
ブジェクトgroup02を作成し、折れ線グラフを

作成します。

*@allはRange期間を内蔵する変数です。
*ダイハツとトヨタの販売台数が大きく異なるため、

ダイハツの販売台数がよく分かりません。
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軸の対応
対応するY軸を変更します。

操作1：グラフをダブルクリックしてGraph Optionsタブの
Axis/Scaleタブを表示します。
操作2：リストでダイハツが選択されていることを確認して
「Right」のラジオボタンをクリックして、OKボタンをクリック

します。
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*軸の対応は変わりました。敢えて2つの

折れ線が交差しないように左右の軸が上
下にズレています。
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違いを確認する
上下方向に移動させずに、グラフ化します

操作1：グラフをダブルクリックして再度、Graph Optionsタ
ブのAxis/Scaleタブを表示します。
操作2：軸調整の下にあるVertical axes labelsの項目で
「Overlap」を選択してOKボタンをクリックします。

*2つのメーカの販売パターンに大きな違

いがあります。ダイハツの販売台数は夏
にもピークが存在します。
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シェーディング
強調したい箇所にシェーディングを付ける

操作1：シェーディングを行うためには数値によってダ

イナミックに変化するシリーズオブジェクトやグループ
オブジェクトではなく、グラフオブジェクトを利用します。
group02のウィンドウでFreezeボタンをクリックします。
操作2：全く同じイメージを表示するグラフオブジェクト
ができたら、Nameボタンを使って「graph01」という名

前を付けます。

操作3：graph01の画面を右クリックして
「Add lines & shading…」コマンドを選択し

ます。
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シェーディングの設定
シェーディングの期間と色を設定します

操作1：Typeの項目で「Shaded Area」を選び、色を選
択します。そしてシェーディングの始期に2004m6、終期
に2004m10と入力してOKボタンをクリックします。
操作2：同じ要領で2006m4から2006m8までの範囲で

シェーディングを作成します。
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DAIHATSU TOYOTA

*範囲を訂正する場合はシェーディングを右クリッ
クしてOptionコマンドを選択します。削除する場合
は同様にRemove Selectedコマンドを利用します。

操作3：シェーディングの操作が完了したら
graph01とgroup02のウィンドウを閉じます。

34

散布図
グループオブジェクトから散布図を作成します

操作1：日産とトヨタの販売台数を散布図でプロットします。
両者のシリーズオブジェクトからgroup03を作成します。
操作2：group03でView/Graphと操作して、一覧から
「Scatter」を選択してOKボタンをクリックします。
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回帰直線
散布図に回帰直線を追加します。

操作：散布図をダブルクリックします。Graph 
OptionのタブのDetails項目で「Fit Line：
Regression Line」を選択してOKボタンをクリックし

ます。

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 140,000

NISSAN

TO
YO

TA *回帰直線を引くことができました。回帰直線を削
除する場合は再度、Graph Optionsダイアログを
表示してFit lines:Noneとします。

36

サンプルの条件設定
サンプル期間への条件設定の利用方法

操作1：ダイハツのシリーズオブジェクトで
View/Descriptive Statistics & Tests/ Stats Table と操
作します。ダイハツの平均販売台数は1453台です。この

平均台数を上回る月にデータを絞って、日産とトヨタの販
売台数の散布図を考察します。ダイハツのシリーズオブ
ジェクトのウィンドウを閉じます。
操作2：group03のウィンドウに戻り、Sampleボタンをク
リックします。IF conditionの項目にシリーズ名を使って条
件 daihatsu > 1453を入力してOKボタンをクリックします。

*daihatsuの平均値を利用するこ

とに特別な意味はありません。例
えば、性別を示すダミー変数dum
(0が女性、1が男性)を用意してあ
る場合に、同じ要領でdum=1など

として、データを絞ることができあ
ます。

daihatsu > 1453
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サンプルの条件
ワークファイル画面で条件を確認します

操作1：散布図は次のように更新されます。

操作2：ワークファイル画面を見ると、プロットしたデータが16個であることが分かります。
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条件なし 条件あり

38

推定の操作方法
小二乗推定の操作方法

操作1：group03のウィンドウでsampleボタンを

利用して条件文を削除します。
操作2：group03のウィンドウを閉じます。
操作3：メインメニューでQuick/Estimate 
Equationと操作します。
操作4：中央のテキストボックスに被説明変数の
toyotaから順番に入力します。

操作5：Methodが 小二乗法推定のLSになっていることを確認します。
操作6：サンプル期間が全範囲になっていることを確認してOKボタンをクリックします。

toyota c  nissan

toyotaの後にはスペース区切りで定数項を示す「c」、そして、説明変数の「nissan」を入力します。

step1

step2

step3
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推定結果
小二乗推定の結果

操作1：推定結果を表形式で表示します。

操作2：Nameボタンをクリックして
「eq01」と名前を付けます。

Coefficientの項目には定数項CとNISSANの係数

を表示します。隣の標準誤差で係数を割ったもの
がt統計量であり、そのt統計量から右端のP値を算

出します。
どちらもp値は0%(0.00)なので、帰無仮説「係数
=0」は棄却されます。

統計量の一覧部分にはR^2、AIC、SIC、DWなど

の値を表示します。

40

推定式の記述について
EViewsの特別な表記方法

操作1：eq01でView/Representationsと操

作します。

Estimation Comman:
コマンドウィンドウに直接、コマンドを入力して推
定を実行するためのコマンドを表示します。

Estimation Equation:
EViewsの正式な、推定式の記述方法を表示し
ます。線形式の場合は、等号やC(1)などを省略

して記述できます。

Substituted Coefficients:
推定結果のパラメータを上式に代入したもので
す。 *Viewボタンには係数、残差、安定性に関する

各種検定コマンドが用意されています。

操作2：ワークファイルを上書き保存して閉じます。これで第3部「サンプル期間と推定」の

操作は終了です。
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第四部 推定と予測
ここでは重回帰モデルの作成と編集、そして予測に関する操
作方法を習得します。

ここまで学習した操作方法については、詳しく説明しません。操作方法
が良く分からない場合は、必要に応じて第一部から第三部までを参照し
てください。

第四部では色々なモデルを作成しますが、モデルの学術的検討は行い
ません。操作方法を習得すると割り切って操作してください。
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296,000

300,000

304,000

308,000

312,000

03Q1 03Q3 04Q1 04Q3 05Q1 05Q3 06Q1 06Q3

予測曲線の95%信頼区間(上下端)と、観測値に

よるエラーバー図

42

推定式の記述について
EXCELファイル

操作1：EXCELファイル93snaの内容を 初

に確認します。そしてこのファイルを閉じます。

*左端の列の表記が規則的ではありません。

操作4：グループメンバからSERIES01を外します。そしてワークファイル画面でSaveボタ

ンを使ってワークファイルを上書き保存します。

操作2：EViewsの操作画面に戻ります。
File/Open/Foreign data as workfile コマン
ドを選択します。ダイアログで93snaを選び、

開くボタンをクリックします。そして完了ボタ
ンをクリックします。
操作3：Nameボタンを使ってグループオブ
ジェクトに「original」と名前を付けます。
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ワークファイルの構造
四半期データのワークファイルに修正します

操作1：操作画面のRangeを参照してください。構造
を認識できなかったので、単純にデータが52個並ん

でいるものと認識しています。

操作3：右図のように変更できていることを確

認します。

操作2：Rangeをダブルクリックします。ダイ
アログで次のように設定してOKボタンをク

リックします。

Structure：Dated-regular 
frequency
Frequency：Quarterly
Start date：1994q1
End date：2006q4

44

4つのグラフ
グループオブジェクトのグラフ

操作1：origialのウィンドウでView/Graphと操
作します。右図に示すように「Multiple series」
の項目で「Multiple graphs」を選択します。そ
してOKボタンをクリックします。
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グループを構成する4つのシリーズをそれ

ぞれ別のウィンドウでグラフ表示します。

操作2：グラフを左図のように作成でき
たら、originalのウィンドウを閉じます。
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外挿テスト
サンプル期間を変更して外挿テストを行います。

操作1：サンプル期間を1994年Q1から2002年
Q4に変更します。ワークファイルウィンドウの
Sampleボタンをクリックして@allを消し、
1994q1 2002q4と、スペース区切りで入力し
てOKボタンをクリックします。

1994年Q1から
2002年Q4で推定

2003年Q1から
2006年Q4で予測

予測曲線の信頼区
間と実測値を比較

操作2：ワークファイル画面の
Sampleが目的の範囲変更されてい

ることを確認します。

46

初の推定
基本となるモデルで推定を行います。

操作1：メインメニューからQuick/Estimate 
Equation と操作し、次の式を入力します。

操作2：MethodがLS, Sampleが
1994Q1から2002Q4になっているこ
とを確認してOKボタンをクリックしま

す。
操作3：推定結果の画面でNameボタ
ンをクリックし、「basic」という名前を

付けます。
操作4：推定結果を確認したら、basic
のウィンドウを閉じます。

cons  c  gdp inv  gov



24

47

より優れたモデルを探す
系列相関を組み込む

操作1：モデルを複製します。ワークファイル画面でbasicを右ク
リックし、メニューからObject copy…を選択します。

操作2：Sourceには複製元のbasicと
いう名前が入っています。新しいモデ
ルの名前「eqar」をDestinationの
フィールドに入力します。

操作3：eqarをダブルクリックして開きます。Estimateボタンをクリックし
て、誤差項に1次の系列相関を想定してar(1)を 後に追加します。

cons  c  gdp inv  gov ar(1)

操作4：OKボタンをクリックして推定を実行します。

48

ARモデルの表記
推定結果の見方

操作1：推定結果を見てみましょう。説
明変数の一番下にAR(1)という項が
追加されています(有意ではありませ
ん)。EQARでView/Representations
と操作します。

*カギカッコつきの表記になっています。

CONSt=C(1)+C(2)*GDPt+C(3)*INVt+C(4)*GOVt+Et

Εt=AR(1)*Et-1+σ

本来、このように2行で記述すべき式を、1行で表現

するものです。
EViewsはこの式を非線形モデルに変形してパラ

メータを求めます。

操作2：EQARのウィンドウを閉じます。
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ラグモデルの作成
basicからラグモデルeqlagsを作成します。

操作：basicをオブジェクトコピーしてeqlagsを作成します。eqlagsの式は次のようなものと

します。

cons  c  gdp inv  gov cons(-1)  gov(-1)

eqlagsの推定結果

basic、eqar、eqlagsの3つのモデルを作成しました。統計および計量的な吟味は行い
ません。練習として、eqlagsを用いて予測を行うことにします。

50

予測
eqlagsによる予測

操作1：Sample期間を予測期間に切り替
えます。ワークファイル画面でSampleボタ
ンをクリックして、2003q1 2006q4 と入力
してOKボタンをクリックします。

操作2：eqlagsのウィンドウでForecastボタ
ンをクリックします。Forecast nameの項目
には「cons_f」、標準誤差S.E.には
「cons_se」と入力します。Forecast 
sampleが「2003q1 2006q4」になっている
ことを確認してOKボタンをクリックします。

Sampleを予測期間に変更

Step1

Step 2

Step 3
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予測結果
予測計算の結果画面

操作1：cons_fは予測曲線、上下の点線は95%信頼区間2σです。実測値と予測曲線の誤
差は右側の表、「Root Mean Square Error」に表示されます。
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CONS_F ± 2 S.E.

Forecast: CONS_F
Actual: CONS
Forecast sample: 2003Q1 2006Q4
Included observations: 16

Root Mean Squared Error 1643.282
Mean Absolute Error      1352.579
Mean Abs. Percent Error 0.452607
Theil Inequality Coefficient  0.002746
     Bias Proportion         0.161411
     Variance Proportion  0.069543
     Covariance Proportion  0.769046

操作2：予測計算が終了すると、ワークファイル画面に予測値の入ったcons_fと標準誤差を
格納したcons_seを出力します。これらを確認したら、eqlagsのウィンドウを閉じます。

52

外挿テスト
信頼区間の中に実際のconsをプロットします

操作1：信頼区間の上下を示す曲線と実際のconsをグループ化して、それをグラフ化しま

す。

信頼区間の上限：cons_f + 2 * cons_se
信頼区間の下限： cons_f - 2 * cons_se
実際のcons：cons

操作2：メインメニューのQuick/Showとしてダイアログボックスに、これら3つのシリーズをス

ペース区切りで入力するが基本の操作方法です。しかし、その方法だとタイプミスがあると、
初から全部入力しなおすことになり、面倒です。よって、ここではコマンドウィンドウを利

用します。コマンドウィンドウに次のように入力してEnterキーを押します。

*信頼区間を正確に1.96σとする場合は、
1.96*cons_seと入力してください。

showはオブジェクトを表示するコマンドです
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グラフ
エラーバー図

操作1：Nameボタンをクリックしてグループオブジェ
クトに「group01」と名前を付けます。
操作2：View/Graphと操作して、エラーバー図を作

成します。
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95%信頼区間の中
に実際のconsが
入っています。モデ
ルが良くなるほど、こ
のエラーバーの長さ
は短くなります。

操作3：ワークファイルを上書き保存して操作を終了します。

54

参考)階差をとるコマンド

後に時系列分析でよく利用する階差に関するコマンドを紹介してお
きます。例えば、コマンドウィンドウでshow d(gdp)などとすれば、簡単

に階差を取ったデータを作成できます。詳細はユーザーズガイドまた
はオンラインヘルプのTime Series Functionsを参照してください。

階差を取るコマンドの例：鉱工業生産指数iipの場合

1階の階差：d(iip)
3階の階差：d(iip, 3)
対数階差：dlog(iip)
変化率(%)：@pc(iip)
1年の変化率(%)：@pcy(iip)
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